
兵庫県立龍野高等学校
総合自然科学科
課題研究赤トンボ班

赤トンボ復活プロジェクト～田園生態系の復元～

●西村彩花 新井悠斗 河上和磨 小堀ひなた 堀口隼靖

アキアカネは全国的に減少しており、兵庫県版レッドデータブックでは要注目種に指定されている。童謡「赤とん
ぼ」の原風景である、たつの市でも個体数は激減している。そこで私たちは赤トンボ減少の理由を考慮し、高校
生の私たちにできる活動を開始した。はじめに、様々な動植物の生息環境をつくることが大切と考え、NPO法人
たつの・赤トンボを増やそう会の協力のもと休耕田の一部を借りてビオトープをつくった。

時　　期 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

稲作サイクル 耕耘 水入れ 田植え 生育(中干し) 生育 出穂・開花 落水・刈取

アキアカネのサイクル 休眠 孵化 ヤゴの成長 羽化

ビオトープ2019

ビオトープ2020 休眠 孵化 ヤゴの成長 羽化

草原 動植物の多様性の増加

休眠

山に避暑にいく 平野部で産卵 休眠

ビオトープで産卵予定ビオトープ造成

ビオトープで産卵山に避暑にいく

休眠

考察 なぜアキアカネがいたのか？ 産卵した卵は水がなくても越冬できる。ビオトープをつくったことで孵化し成長した。
→ アキアカネは、稲刈り後の田に浅く水を張ることで産卵し、個体数が増える可能性がある。

① 天敵が増えないようビオトープ (水深を浅くする)
② ザリガニの捕獲方法を考える
（水深が浅くなっても穴を掘って耐えることができる。）
③ １１月に産卵の様子を観察し産卵場所としてどのような

場所を好むのか調べる。特に水深と植生
（場所、時刻、日付、天気、気温、水温など）

④ イモリ・ザリガニ・他の種ヤゴは本当に天敵か。
(人工産卵させて孵化させたヤゴで実験する。)

新たな課題と今後の予定


